
 

 

東京都
と うきょう と

退院
たいいん

促進
そくしん

支援
し え ん

事業
じぎょう

のまとめ 

 

～この国
くに

に生
う

まれたることの不幸
ふ こ う

を繰り返さない
く り か え さ な い

ために～ 

 東京都
とうきょうと

退院
たいいん

促進
そくしん

コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

事業
じぎょう

 担当者
たんとうしゃ

作成
さくせい

 

 

■ 事 業
じぎょう

目 的
もくてき

 

 精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に原 則
げんそく

１年
１ねん

以 上
いじょう

入 院
にゅういん

している精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

のうち、 病 状
びょうじょう

が

安 定
あんてい

し、地域
ちいき

の受け入れ
う け い れ

条 件
じょうけん

が整えば
ととのえば

退 院
たいいん

可能
かのう

で、本 人
ほんにん

が退 院
たいいん

を希望
きぼう

する者
もの

を

対 象
たいしょう

に、地域
ちいき

生 活
せいかつ

への円 滑
えんかつ

な移行
いこう

を支援
しえん

するとともに、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な体 制
たいせい

の整備
せいび

、精神科
せいしんか

医 療
いりょう

機関
きかん

と地域
ちいき

との相互
そうご

理解
りかい

及び
および

連 携
れんけい

強 化
きょうか

を図
はか

る。 

 

■ 事 業
じぎょう

目 的
もくてき

の
せい

整理
せいり

（事 業
じぎょう

の役 割
やくわり

） 

① 個別
こべつ

の地域
ちいき

移行
いこう

・ 定 着
ていちゃく

支援
しえん

を行 う
おこなう

。 

＜個別
こべつ

支援
しえん

の 対 象 者
たいしょうしゃ

＞  

前 提
ぜんてい

：都民
とみん

及び
および

都内
とない

での生 活
せいかつ

を希望
きぼう

する方
かた

、または都内
とない

協 力
きょうりょく

病 院
びょういん

に 入 院 中
にゅういんちゅう

の方
かた

 

 原 則
げんそく

１年
１ねん

以 上
いじょう

入 院
にゅういん

して
る 

いる方
かた

 

⇒ 入 院
にゅういん

期間
きかん

だけに
にとらわ

囚われず
とらわれず

、社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

に陥 る
おちいる

危険性
きけんせい

も認 識
にんしき

して支援
しえん

する

 姿勢
しせい

が必 要
ひつよう

。 

 病 状
びょうじょう

が安 定
あんてい

し、地域
ちいき

の受け入れ
う け い れ

条 件
じょうけん

が整えば
ととのえば

退 院
たいいん

可能
かのう

な方
かた

 

    ⇒ 対 象 者
たいしょうしゃ

個別
こべつ

の「 病 状
びょうじょう

が安 定
あんてい

した 状 態
じょうたい

」を、歴史
れきし

を踏まえ
ふ ま え

定性化
ていせいか

するこ 

 とこそが 重 要
じゅうよう

。 

    ⇒ 対 象 者
たいしょうしゃ

の希望
きぼう

や不安
ふあん

、 共 有
きょうゆう

した「 病 状
びょうじょう

が安 定
あんてい

した 状 態
じょうたい

」に基
もと

づき、

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第 1 4 回
だい  かい

 

H23.5.31 参 考
さんこう

資 料
しりょう

2 

伊 澤
いざわ

委 員
いいん

提 出
ていしゅつ

資 料
しりょう

 



 

 

 条 件
じょうけん

は 整
ととの

える。 

 本 人
ほんにん

が退 院
たいいん

を希望
きぼう

している。 

⇒始め
はじめ

から明 確
めいかく

に希望
きぼう

している方
かた

ばかりでない。それは 対 象 者
たいしょうしゃ

本 人
ほんにん

の責 任
せきにん

では

 なく、「退
たい

院
いん

したい」という気持ち
き も ち

を育 む
はぐくむ

支援
しえん

が必 要
ひつよう

。 

② 個別
こべつ

の支援
しえん

を通して
とおして

地域
ちいき

づくりを 行
おこな

う。 

 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の
ち
地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な体 制
たいせい

の整備
せいび

をする。 

⇒個別
こべつ

の支援
しえん

を通して
とおして

開 発
かいはつ

された地域
ちいき

のネットワーク
ね っ と わ ー く

や資源
しげん

、 共 有
きょうゆう

された課題
かだい

を

地域
ちいき

の財 産
ざいさん

にし、地域
ちいき

の体 制
たいせい

を 改 良
かいりょう

する。 

 精神科
せいしんか

医 療
いりょう

機関
きかん

と
いき

地域
ちいき

との相互
そうご

理解
りかい

及び
および

連 携
れんけい

を強 化
きょうか

する。 

⇒個別
こべつ

の支援
しえん

を通
とお

して、支援者
しえんしゃ

が顔
かお

の見える
み え る

関 係
かんけい

をつくる。 

⇒個別
こべつ

の支援
しえん

を通
とお

して、それぞれの支援者
しえんしゃ

が地域
ちいき

の各 関 係
かくかんけい

機関
きかん

の 特 長
とくちょう

を理解
りかい

する。 

⇒ 対 象 者
たいしょうしゃ

の希望
きぼう

実 現
じつげん

がどんなに 困 難
こんなん

でも前向
まえむ

きに支援
しえん

を 行 う
おこなう

チーム
ち ー む

づくりを

行 う
おこなう

。 

 

■ 事 業
じぎょう

の実 績
じっせき

 

＜実 績
じっせき

の概 要
がいよう

＞ 

平 成
へいせい

18年度
ねんど

、19年度
ねんど

は、協 力
きょうりょく

病 院
びょういん

への普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

を 柱
はしら

に展 開
てんかい

してきた。

それは現 在
げんざい

も続いて
つづいて

いるが、平 成
へいせい

20年度
ねんど

以降
いこう

は普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

の成果
せいか

と事 業 者 数
じぎょうしゃすう

が

増えた
ふ え た

ことにより、 対 象 者 数
たいしょうしゃかず

及び
および

退 院 者 数
たいいんしゃかず

の増
ぞう

につながった。 

当 初
とうしょ

掲げられて
かかげられて

いた
た （

（500名
めい

）という退 院 者
たいいんしゃ

数値
すうち

目 標
もくひょう

には現時点
げんじてん

では達 成
たっせい

していな

いが、平 成
へいせい

22年
ねん

1 2
１２

月
がつ

末
まつ

現 在
げんざい

で退 院 者
たいいんしゃ

267名
めい

であり、協 力
きょうりょく

病 院
びょういん

から 積 極 的
せっきょくてき

に

対 象 者
たいしょうしゃ

候補
こうほ

を挙げられる
あ げ ら れ る

ようになってきた 現 状
げんじょう

を考える
かんがえる

と、一 定
いってい

の成果
せいか

を挙げて
あ げ て

いる

といえる。（ 表
ひょう

１ 参 照
さんしょう

） 



 

 

 

＜都
と

事 業
じぎょう

の 特 長
とくちょう

が見える
み え る

主
おも

な実 績
じっせき

＞ 

① 事 業
じぎょう

による支援
しえん

の 対 象
たいしょう

となる前
まえ

のアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

 

・ 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

、 病 院
びょういん

職 員 向 け
しょくいんむけ

の事 業
じぎょう

の説 明 会
せつめいかい

、意見
いけん

交 換 会
こうかんかい

を行った
おこなった

。 

 （ 表
ひょう

３－（１） 参 照
さんしょう

） 

・個別
こべつ

支援
しえん

に至る
いたる

前
まえ

の 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

や 病 院
びょういん

職 員
しょくいん

の相 談
そうだん

を 積 極 的
せっきょくてき

に受けて
う け て

きた。

その回 数
かいすう

は個別
こべつ

支援
しえん

の総支援
そうしえん

回 数
かいすう

の１割
１わり

以 上
いじょう

を占める
し め る

。 

 （ 表
ひょう

３－（２） 参 照
さんしょう

） 

 

② 広 域
こういき

支援
しえん

 

平 成
へいせい

18年度
ねんど

から 21年度
ねんど

の全 退 院 者
ぜんたいいんしゃ

の 183名
めい

のうち、地元
じもと

の 病 院
びょういん

に 入 院
にゅういん

し地元
じもと

に

退 院
たいいん

した方
ほう

は 35名
めい

（19．1％）であった。 

それ以外
いがい

の 136名
めい

（74．3％、なんと 4 人 中
にんちゅう

3人
にん

！）は地元
じもと

から離れた
はなれた

病 院
びょういん

への 入 院
にゅういん

を余儀なく
よ ぎ な く

された方 々
かたがた

である。 

また、その 136名
めい

のうち 95名
めい

（51．9％、なんと半 数
はんすう

以 上
いじょう

！）の方
かた

は 病 院
びょういん

近 辺
きんぺん

に住まい
す ま い

を構える
かまえる

など、地元
じもと

とは離れた
はなれた

地域
ちいき

での生 活
せいかつ

を選 択
せんたく

せざるを得なかった
せ ざ る を え な か っ た

方 々
かたがた

である。 

上 記
じょうき

の一 番
いちばん

の原 因
げんいん

は、精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

が偏 在
へんざい

していて、生 活 圏
せいかつけん

と医 療
いりょう

との乖離
かいり

が

あることである。よって都内
とない

全 域
ぜんいき

を活 動 域
かつどういき

とする広 域
こういき

支援
しえん

が欠かせない
か か せ な い

。（ 表
ひょう

４ 参 照
さんしょう

） 

 

③ 対 象 者 像
たいしょうしゃぞう

からみる実 態
じったい

（年 齢
ねんれい

・ 障 害
しょうがい

・疾 病
しっぺい

） 

・ 対 象 者
たいしょうしゃ

のうち約
やく

10％を占める
し め る

42名
めい

の方
かた

が高 齢 者
こうれいしゃ

である。（ 表
ひょう

５ 参 照
さんしょう

） 

・ 対 象 者
たいしょうしゃ

のうち 約
やく

25％の 方
かた

が 統 合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

以外
いがい

の 診 断
しんだん

もしくは 統 合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

に加え
くわえ

、他
た
の 障 害

しょうがい
や疾 病

しっぺい
を 重 複

じゅうふく
している。（ 表

ひょう
６ 参 照

さんしょう
） 



 

 

知的
ちてき

障 害
しょうがい

65歳
さい

以 上
いじょう

の方
かた

、身 体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

身 体
しんたい

合 併
がっぺい

と 重 複
じゅうふく

されてい

る方
かた

が多い
おおい

。 障 害
しょうがい

が 重 複
じゅうふく

していることや高 齢
こうれい

の方
かた

への支援
しえん

だけをとっても退 院
たいいん

の

受け皿
うけざら

確保
かくほ

は非 常
ひじょう

に難しい
むずかしい

。 

 

④ その他
そのほか

 

 病 院
びょういん

、地域
ちいき

への普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

 

啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

の
いっ

一 環
いっかん

で、都民
とみん

や医 療
いりょう

機関
きかん

等
など

への 研 修
けんしゅう

を行なったり
おこなったり

、地域
ちいき

関 係
かんけい

機関
きかん

職 員
しょくいん

が 病 院
びょういん

に入り
はいり

実 習
じっしゅう

をしたり、 病 院
びょういん

職 員
しょくいん

が地域
ちいき

に入り
はいり

関 係
かんけい

機関
きかん

での

実 習
じっしゅう

を行なう
おこなう

企画
きかく

もしてきた。その分
ぶん

、会議
かいぎ

が多く、事務量
じむりょう

も多く
おおく

なっていることも事実
じじつ

であり、整理
せいり

することは 必 要
ひつよう

だが市区
し く

、事 業 所
じぎょうしょ

の自己
じ こ

采 配
さいはい

になりはしないか。懸念
けねん

は

大きい
おおきい

。 

 事 業
じぎょう

全 体
ぜんたい

での 情 報
じょうほう

、意見
いけん

交 換
こうかん

 

定期的
ていきてき

な会議
かいぎ

を都
と

全 体
ぜんたい

（地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

支援
しえん

会議
かいぎ

、CO事 業
じぎょう

所
しょ

会議
かいぎ

）、圏 域
けんいき

（圏 域
けんいき

別
べつ

会議
かいぎ

）、市
し
・区

く
（地域

ちいき
生 活
せいかつ

ケア
け あ

会議
かいぎ

）それぞれの会議
かいぎ

をおこない 情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

及び
および

事 業 者
じぎょうしゃ

地域
ちいき

でのばらつきを減らし
へ ら し

、支援
しえん

の均等化
きんとうか

を図って
はかって

きた。（ 表
ひょう

７ 参 照
さんしょう

） 

 



 

 

【資 料
しりょう

】 

表
ひょう

１ 個別
こべつ

支援
しえん

実 績
じっせき

 

 
コ
こ
―
ー
ディネート
で ぃ ね ー と

 

事業所
じぎょうしょ

 
対 象 者
たいしょうしゃ

 

支援
しえん

結果
けっか

 体 験
たいけん

宿 泊
しゅくはく

等
など

 

利用
りよう

日数
にっすう

 

協 力
きょうりょく

病 院
びょういん

 退 院
たいいん

 援助
えんじょ

継続
けいぞく

 中 断
ちゅうだん

 

平 成
へいせい

16、17年度
ねんど

 

（モデル
も で る

事業
じぎょう

） 

2 56 23 32 1 ― 11 

平 成
へいせい

18年度
ねんど

 3 65 30 25 10 32 19 

平 成
へいせい

19年度
ねんど

 6 81 26 51 4 243 29 

平 成
へいせい

20年度
ねんど

 12 169 51 92 7 522 51 

平 成
へいせい

21年度
ねんど

 12 187 76 104 7 853 61 

平 成
へいせい

22年度
ねんど

 

（12
１２
月
がつ
末
まつ
現 在
げんざい

） 

12 182 61 117 4 876 63 

 

表
ひょう

２ 対 象 者
たいしょうしゃ

の 総 入 院
そうにゅういん

期間
きかん

 

 

 



 

 

表
ひょう

３ 事 業
じぎょう

による支援
しえん

の 対 象
たいしょう

となる前
まえ

のアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

（※平 成
へいせい

21年度
ねんど

実 績
じっせき

） 

 （１） 病
びょう

院 内
いんない

での啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

 

病 院 数
びょういんかず

 
35 

実施
じっし

回 数
かいすう

 
237 

地域
ちいき

生 活
せいかつ

サポーター数
さぽーたーかず

 
142 

 （２） 対 象
たいしょう

となる前
まえ

の事前
じぜん

相 談
そうだん

等
など

 

対 象 者
たいしょうしゃ

と会う
あ う

までの関 係 者
かんけいしゃ

との 調 整
ちょうせい

・相 談
そうだん

 279回
かい

 

対 象
たいしょう

となる前
まえ

の事前
じぜん

面 接
めんせつ

 348回
かい

 

計
けい

 627回
かい

 

 

表
ひょう

４ 広 域
こういき

支援
しえん

の 状 況
じょうきょう

（※ 平 成
へいせい

18年度
ねんど

～21年度
ねんど

実 績
じっせき

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
ひょう

５ 対 象 者
たいしょうしゃ

のうちの高 齢 者
こうれいしゃ

の割 合
わりあい

（平 成
へいせい

18～22年度
ねんど

実 績
じっせき

） 

65歳
さい
以上
いじょう

の人
ひと

 

 
42 

65歳
さい
未満
みまん

の人
ひと

 351 

不明
ふめい

 6 

合計
ごうけい

 399 

 

表
ひょう

４ 

主
おも

な地域
ちいき

移行
いこう

のパターン
ぱ た ー ん

 

退 院 者
たいいんしゃ

 割 合
わりあい

 入 院 前
にゅういんまえ

住 所 地
じゅうしょち

 

入 院 先
にゅういんさき

病 院
びょういん

住 所 地
じゅうしょち

 

退 院 後
たいいんご

住 所 地
じゅうしょち

 

A ◎ ◎ ◎ 35 19.1% 

B ◎ △ ◎ 41 22.4% 

C ◎ △ △ 57 31.1% 

D ◎ △ ■ 38 20.8% 

E 
入 院 前

にゅういんまえ
住 所 地
じゅうしょち

が不明
ふめい

 12 6.6% 

 

合 計
ごうけい

 
183  



 

 

表
ひょう

６ 対 象 者
たいしょうしゃ

の疾 病
しっぺい

別
べつ

分布
ぶんぷ

 

 

 

表
ひょう

７ ケア
け あ

会議
かいぎ

の 開 催
かいさい

実 績
じっせき

 

 



 

 

表
ひょう

８ 

 

個別
こべつ

支援
しえん

に

時間制
じかんせい

を

入れる
い れ る

 

（基本
きほん

は 30分
ぷん

支援
しえん

。以後
い ご

15

分
ぷん

超 過
ちょうか

毎
ごと

に

加算
かさん

、等
とう

） 

文
ぶん

書 中
しょちゅう

①
１
、

②
２
に該 当

がいとう
 

文
ぶん

書 中
しょちゅう

②
２
、

③
３
に該 当

がいとう
 

広 域
こういき

（都道府県
とどうふけん

単位
たんい

）での 事 業
じぎょう

 

      ・ 普 及
ふきゅう

、 啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

 

      ・ 事 業
じぎょう

開 始 前
かいしまえ

の 関 係
かんけい

機関
きかん

との 

                  相 談
そうだん

、 調 整
ちょうせい

 

      ・ 広 域
こういき

での 調 整
ちょうせい

 

 

 

基本
きほん

予算
よさん

 

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

と は

区別
くべつ

し、 事 業 所
じぎょうしょ

単位
たんい

での事務
じ む

経費
けいひ

の一部
いちぶ

を

充てる
あ て る

 

 

  

個こ

別べ
つ

給
き
ゅ
う

付ふ

事じ

業
ぎ
ょ
う 

重 度
じゅうど

加算
かさん

 

 

高 齢
こうれい

加算
かさん

 

遠 方
えんぽう

退 院
たいいん

加算
かさん

 

 
・個別

こべつ
給 付 化
きゅうふか

される場合
ばあい

、市区
し く

町 村
ちょうそん

におけ

る民 生 費
みんせいひ

他
ほか

財 政
ざいせい

負担
ふたん

に偏 り
かたより

があってはな

らない。 

・ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

へのＧＨ 入 居
にゅうきょ

における

「住 所 地
じゅうしょち

特 例
とくれい

」は機能
きのう

していない。 

・医 療
いりょう

保険
ほけん

制度
せいど

における「住 所 地
じゅうしょち

特 例
とくれい

」

（ 平 成
へいせい

7年度
ねんど

より 適 用
てきよう

）制度
せいど

にて 財 源
ざいげん

を

充てる
あ て る

ことが現 時 点
げんじてん

ではよいと思われる
おもわれる

。 

 

地域
ち い き

移行
い こ う

・定 着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

の理想
り そ う

形
けい

 


